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美術史
と

IIIF Curation Viewer
デジタルが拓く可能性

（於：第2回源氏絵データベース研究会）

鈴木親彦
情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設

人文学オープンデータ共同利用センター



アジェンダ
• IIIFとIIIF Curation Viewerについて活用可能性を
議論したい

• 人文学オープンデータ共同利用センター開発の
IIIF Curation Viewerを活用した事例紹介を元に

• 「じんもんこんシンポジウム2017」での発表



自己紹介
• 鈴木親彦
• 人文学オープンデータ共同利用センター：特任
研究員

• 経歴
• 東京大学大学院人文社会系研究科（美術史）
• 株式会社トーハン勤務
• 東京大学大学院人文社会系研究科（文化資源学）
• 2017年4月から現職



CODHについて
• 人文学オープンデータ共同利用センター
Center for Open Data in the Humanities = CODH
• http://codh.rois.ac.jp/
• 2016年4月：情報・システム研究機構・データ
サイエンス共同利用基盤施設に準備室設立

• 2017年4月：正式にセンターとして発足

http://codh.rois.ac.jp/


CODHの目的
1. データサイエンスに基づく人文学（人文情
報学）という新たな学問分野を創生し、デー
タを中心としたオープン化を推進することで、
組織の枠を超えた研究拠点を形成・強化

2. 情報学・統計学の最新技術に基づき、内容分
析に基づく「深いデータ公開」を追究

3. 機構間連携や海外機関連携を活用し、日本
の人文知を世界に向けて集約、利用、発信

4. オープンデータに基づくシチズンサイエンス
やオープンイノベーションの実例を一般化



CODHの活動
• 人文学オープンデータのプラットフォームとし
ての活動を目指す

• 人文学でデータサイエンスの成果を活用
• 人文学のデータを他分野で活用

• 例：歴史的状況記録DB



日本古典籍データセット
• http://codh.rois.ac.jp/pmjt/

• 「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネット
ワーク構築計画」と協力

• デジタル化された古典籍のデータを、日本古典
籍データセットとして公開

• 現在は国文学研究資料館が所蔵するオープン
データを中心に提供

• 2017年9月現在、701点（158,553コマ）

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/






日本古典籍字形データセット
• http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

• 翻刻テキストを制作する過程で生まれるくずし字
の座標情報などを、機械のための学習データや人
間のための学習データとして提供

• 古典籍15点から、文字種3,999種（403,242字）

• 日本古典籍データセットで公開されるデジタル化
された古典籍を中心に抽出

• 第21回 PRMUアルゴリズムコンテスト「この文字
読めますか？〜くずし字認識にチャレンジ！〜」
に提供

http://codh.rois.ac.jp/char-shape/






江戸料理レシピデータセット
• 日本古典籍データセットに含まれる江戸の料
理本を対象に、江戸の文化を現代に取り込むた
めの「江戸料理レシピデータセット」を提供

• 100種類以上の卵料理を集めた『万宝料理秘密
箱卵百珍』を公開中

• クックパッドと日本家政学会食文化研究部会
が運営するクックパッド江戸ご飯プロジェク
トに参加







近代雑誌データセット
• http://codh.rois.ac.jp/modern-magazine/

• 日本の近代雑誌の画像を公開
• 第一弾として『東洋学芸雑誌 (第1号-第87号) 』
を国立国語研究所との共同研究により作成

• 国立国語研究所のウェブサイト日本語史研究
資料にて公開

• 次に示すn2iプロジェクトでの活用

http://codh.rois.ac.jp/modern-magazine/




n2iプロジェクト
• 近代文書画像資料の公開が進む一方、内容のテキ
スト化・内容検索の実現が課題

• 画像からテキストへの統計的復元に向けて、共同
研究ではOCRの先端的統計モデルを研究し、基盤
技術の開発とデータの公開を進める

• 協力
• 国立国語研究所

• 前川喜久雄、小木曽智信、浅原正幸、高田智和
• 東京大学大学総合教育研究センター

• 美馬秀樹、増田勝也



ディジタル・シルクロード
• http://dsr.nii.ac.jp/

• 文化遺産のデジタルアーカイブを構築する、デ
ジタル・ヒューマニティーズの研究プロジェク
ト

• 実物の文化資源のディジタル化に始まり、デジ
タル・アーカイブの構築、ネットワークを用い
たデジタル文化資源の公開、共同作業によるデ
ジタル文化資源への注釈づけなど、多岐にわた
る項目に関する研究を進めていく

http://dsr.nii.ac.jp/






人文学研究データリポジトリ
• https://codh.repo.nii.ac.jp/

• 人文学オープンデータ共同利用センターの学術
情報リポジトリ

• 研究成果やCODHセミナーの資料などを、この
リポジトリを通して随時公開

• 公開データセットへのDOI（Digital Object
Identifier）の付与などもリポジトリで実施

https://codh.repo.nii.ac.jp/




その他
• 他にも様々なプロジェクト・データ公開・ツー
ル作成

• CODHサイトでぜひ確認を
• http://codh.rois.ac.jp/

• Twitter・Facebookでも情報発信中
• https://twitter.com/rois_codh
• https://www.facebook.com/ROIS.CODH/

http://codh.rois.ac.jp/
https://twitter.com/rois_codh
https://www.facebook.com/ROIS.CODH/


じんもんこんシンポジウム2017

IIIF Curation Viewerが美術史にもた
らす「細部」と「再現性」

絵入本・絵巻の作品比較を事例に

• 鈴木親彦（情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設 人文
学オープンデータ共同利用センター） 〇

• 髙岸輝（東京大学大学院人文社会系研究科）
• 北本朝展（情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設 人文

学オープンデータ共同利用センター／国立情報学研究所）



発表の流れ
• 目的と背景
• 方法と対象
• 様式分析
• 結論と展望・課題



2つの目的（＋付随的目標）
• 美術史として

• 江戸時代（17世紀初頭）の「絵入本・絵巻」の様式
分析による制作過程の解明

• 人文情報学として
• IIIF (International Image Interoperability Framework)規
格の美術史学研究への活用実践

• 付随的に
• 美術史研究における「研究データ」活用・共有



先行研究と研究の位置づけ①
• 対象17世紀初頭の「絵入本・絵巻」に関して
• 石川透が詞書の書風の網羅的な研究

• 詞書（テキスト部分）の筆者について分類
• 朝倉重賢、浅井了意、居初つな などの同定…

• 絵画の画風についてはこれからの課題
• 絵師・工房の同定はほとんどなされていない
• 描かれる場面の異同、図像学的なアプローチはあり
• 様式比較からのアプローチに対する秋谷の提案があるが
本格的には進んでいない

→本論は提案への応答とも言える



詞書部分絵画部分

「大黒舞」国文学研究資料館 doi:10.20730/200006198 



先行研究と研究の位置づけ②
• 美術史における様式研究

• 作者（画家・彫刻家）の異同を判断する、最も基本的か
つ重要な作業

• 19世紀、イタリアの美術史家ジョバンニ・モレッリにま
で遡れる

• 全体の印象、サインなどの情報に頼る前に、作品（絵
画・彫刻）の細部を徹底的に比較することで作者を判定
する

• ハサミとノリによる細部の一覧化と比較、さらに
脳内の記憶の蓄積によって実践されてきた

＝「型」の類型・典型探し



相沢正彦「石山寺縁起絵巻詳解」（2016）P.20



先行研究と研究の位置づけ③
• IIIFと美術史の関係

• IIIFを活用して作品の一部を抜き出し一覧化する先
行例「SAT大正蔵図像DB」

• https://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/SATi/images.php
• 画像の特定部分をリスト化し提供することは、アー
カイブでは一般的なサービスとも言える

• 今回の取り組みでは…
• IIIF規格に則っていれば、公開されたデジタル・
アーカイブを横断して研究利用可能

• リスト化の主体は公開者から利用者・研究者へ

https://dzkimgs.l.u-tokyo.ac.jp/SATi/images.php


方法：IIIFとIIIF Curation Viewer

• International Image Interoperability Framework（IIIF）
• 研究分野間の分断や組織によってサイロ化の危機にある
デジタル画像を、相互参照・相互運用可能にしようとす
るコミュニティ活動

• このコミュニティが提案する標準化された画像へのアク
セス方法

• http://iiif.io/

• 仕様が公開されており、対応するソフトウェアす
でに複数開発されている。オープンソースのソフ
トウェアも多い（例：Mirador）

• オープン性が利用の好循環を生んでいる

http://iiif.io/


方法：IIIFとIIIF Curation Viewer

• IIIF Curation Viewer
• 人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）
が開発するIIIF対応の画像ビューワ

• 画像表示・ズーム・ページ移動など基本的な操作が
可能

• 資料を横断して要素を抜き出し、新たな視点で整理
する「キュレーション」概念を導入

• 複数のmanifestから任意の画面、または画面内の指
定範囲を抽出してコレクション化

• コレクションした画像をcuration.json形式で保存・
共有

• http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/


研究対象
元資料

研究成果 特徴的な要素

注目した要素
・ハサミとノリの活用
・研究者の記憶の中



IIIF Curaiton Viewer
curation.json

研究成果

研究対象
元資料

特徴的な要素

注目した要素を明示



対象：絵入本・絵巻
• 石川透が詞書作者が同定した四作品
• いずれも朝倉重賢による詞書筆

• 「大黒舞」（国文学研究資料館蔵）
• 「羅生門」（国文学研究資料館蔵）
• 「ともなが」（慶應義塾大学蔵）
• 「熊野権現縁起」（慶應義塾大学蔵）
（通称「奈良絵本」とも呼ばれる）
• すべてがIIIFで公開されている



様式比較
• 朝倉重賢詞書四作品の絵画様式を比較

• 石川透による仮説の検証
• 詞書のストックと絵画のオンデマンド生産

• 顔貌および樹木（松）の表現に注目
• IIIF Curation Viewerを利用して、要素を抽出し一
覧化

• 論文及びスライドでは一部のみを示すが、切り
出した全要素のcuraiton.jsonを公開
（予行論文に記載）
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四作品の比較から
• 絵画様式から、絵師・工房の違いを確認
• 一方で、同時代の絵入本・絵巻と比べると、一
定の質が担保されている

• 顔貌や背景が省略されてはいない

• 制作過程も推測できる
• 詞書の一括制作と、絵画の個別制作
• 絵画は作品ごとに制作（発注）されている

• 制作スピードの差からの効率化
• 絵画工房の解明にはさらなる調査が必要



女性 媼 男性 翁 武者
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四作品の比較から
• 絵画様式から、絵師・工房の違いを確認
• 一方で、同時代の絵入本・絵巻と比べると、一
定の質が担保されている

• 顔貌や背景が省略されてはいない

• 制作過程も推測できる
• 詞書の一括制作と、絵画の個別制作
• 絵画は作品ごとに制作（発注）されている

• 制作スピードの差からの効率化
• 絵画工房の解明にはさらなる調査が必要



様式からの新たな発見
• ここまでは「朝倉重賢の詞書」という共通項が事
前に分かっている作品の様式比較

• 事前情報がなかった作品を並べ、絵画様式から新
たに関係性を発見することも可能

• 今回は二作品について類似性を発見
• 「熊野権現縁起」と「しつか」（国文学研究資料
館）

• 「奈良絵本顔貌データセット」で一覧を公開
• http://codh.rois.ac.jp/pmjt/curation/4/

• 「大黒舞」と「竹取物語」（共立女子大学）

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/curation/4/




様式からの新たな発見
• ここまでは「朝倉重賢の詞書」という共通項が事
前に分かっている作品の様式比較

• 事前情報がなかった作品を並べ、絵画様式から新
たに関係性を発見することも可能

• 今回は二作品について類似性を発見
• 「熊野権現縁起」と「しつか」（国文学研究資料
館）

• 「奈良絵本顔貌データセット」で一覧を公開
• http://codh.rois.ac.jp/pmjt/curation/4/

• 「大黒舞」と「竹取物語」（共立女子大学）

http://codh.rois.ac.jp/pmjt/curation/4/


「熊野権現縁起」と「しつか」
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「大黒舞」と「竹取物語」
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結論
•美術史として

• 絵入本・絵巻の詞書と絵画部分の差の確認
• 制作過程の仮説と課題
• 様式比較からの作品の新たな関連付け

•人文情報学として
• IIIF Curation Viewerの活用実践
• 美術史に新たな手法を拓く可能性



展望：様式比較の変化
• ハサミとノリのデジタル化

• 作業効率の圧倒的向上
• 容易な比較の達成

→「細部」研究の効率化

• 研究成果発表の補強と議論
• これまでは一部の特徴的な画像に限定
• 研究成果と合わせて、curation.jsonが閲覧可能に

→「再現性」の強化

初学者にとっての学習効果が大きい



展望：様式比較の変化
• 今回発見された効用
• 「提示した画像は似ていない」から「作品全体が
似ていない」への量的変化

• 絵入本・絵巻の比較対象（切り出し顔貌数）
• 大黒舞＝115カット
• 羅生門＝41カット
• ともなが＝242カット
• 熊野権現縁起＝67カット

• 網羅的に見て「似ていない」説得性を強化



今後の課題①
•切り抜き作業の効率化と人機分業

• デジタル化されても手作業には限界
• 人海戦術の教育効果もあるが…

• 機械学習との協力可能性も模索

• 機械：典型的な要素の切り出し
• 人間：意味的な切り出し
分業で美術史家の選択意図がより明確に



今後の課題②
•美術史の研究データ共有システム

• curation.jsonにどうメタデータを付与すべき
か

• 美術史の画像引用の基本は「誰が」「何を」「どこ
から」

• 再利用を考えるとこれだけでは不足
• どのようなスキーマにのっとるべきか？

• curation.jsonをどんな環境で共有するか
• CODHサイトに保存環境を構築（昨日！）

• curation.jsonをどう引用し、再編集するか



期待：IIIFのさらなる普及
• 美術史の研究対象となる作品画像はまだまだある
• 既にフランス国立図書館の電子図書館Gallicaが北
斎の作品をIIIF公開

• http://gallica.bnf.fr/
• http://gallica.bnf.fr/iiif/ark:/12148/btv1b10526637c/manifest

.json
• イェール大学もイギリス美術のコレクションをIIIF
対応

• https://britishart.yale.edu/collections/search

• 日本の基準作品が公開されれば大きなインパクト

http://gallica.bnf.fr/
http://gallica.bnf.fr/iiif/ark:/12148/btv1b10526637c/manifest.json
https://britishart.yale.edu/collections/search


• ご清聴ありがとうございました

• CODH
• http://codh.rois.ac.jp

• IIIF Curation Viewer
• http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/

• 謝辞
• フェリックススタイル 本間淳氏
• 共立女子大学 山本聡美教授
• 慶應義塾大学メディアセンター
• 国文学研究資料館・「日本語の歴史的典籍の国際共同研
究ネットワーク構築計画」
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